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防災フェスタ2015 IN 東山 (8月30日開催)

今後の行事予定
11月７日	 防火ポスター表彰式
11月８日	 災害救護研修会（一関会場）
11月９日〜15日	 秋季全国火災予防運動
11月15日	 災害救護研修会（花泉会場）
１月15日〜21日	 防災とボランティア週間
１月17日	 一関市消防出初式

１月23日	 危険物取扱者試験
１月26日	 文化財防火デー
２月下旬	 優良自主防災組織等表彰式
３月１日〜７日	 春季全国火災予防運動
３月11日	 一関市となりきんじょ防災会議の日
３月13日	 防災フォーラム

一関市消防本部のホームページ
一関消防WEB

で検索 検索

火災などの災害情報の問い合わせ
TEL 0180 − 991199

地域の防災は
　みんなの力

で！地域の防災は
　みんなの力

で！



（無防備な　心に火災が　かくれんぼ　平成27年度全国統一防火標語）（無防備な　心に火災が　かくれんぼ　平成27年度全国統一防火標語）

　

屋
外
で
の
焼
却
は
、
法
令

及
び
県
条
例
で
原
則
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
外
に
出
か
け
る

と
、
あ
ち
こ
ち
で
煙
が
出
て
い

る
の
を
目
に
し
ま
す
。

　

ど
う
し
て
燃
や
し
て
い
る
の

か
？
そ
も
そ
も
違
法
行
為
で
は

な
い
か
？
そ
ん
な
疑
問
に
お
答

え
し
ま
す
。

１ 

な
ぜ
消
防
署
に
届
出
す
る
の
？

　

消
防
署
で
は
、
通
行
人
等
が

火
災
と
間
違
え
て
１
１
９
番

通
報
や
火
災
出
動
を
し
な
い

よ
う
に
、｢

一
関
市
火
災
予
防

条
例｣

に
よ
り
、「
火
災
と
ま
ぎ

ら
わ
し
い
煙
又
は
火
炎
を
発
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
」
を

行
う
場
合
は
届
出
を
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

２ 

草
焼
き
は
違
法
行
為
？

　

岩
手
県
内
で
は
、
原
則
と

し
て
、
屋
外
で
の
焼
却
行
為
は

禁
止
で
す
が
、
次
の
行
為
に

限
り
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

⑴ �

松
く
い
虫
被
害
伐
木
等
の

焼
却
等
、
法
令
等
に
基
づ

く
廃
棄
物
の
焼
却

⑵ �

火
祭
り
、
ど
ん
と
祭
等
の

風
俗
習
慣
上
又
は
宗
教
上

の
行
事
の
た
め
の
焼
却

⑶ �

草
、
木
の
葉
、
わ
ら
等
の

農
林
漁
業
の
た
め
の
や
む

を
得
な
い
焼
却

⑷ �
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
等
の

学
校
教
育
等
の
た
め
の
焼
却

⑸ �

落
ち
葉
の
焼
却
そ
の
他
の

一
過
性
の
軽
微
な
焼
却

３ 

ま
と
め

　

届
出
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り

の
消
防
署
及
び
分
署
で
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。
書
面
ま
た

は
電
話
で
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
又
は
火
炎
を

発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
の
届
出

　

平
成
27
年
８
月
30
日（
日
）
に

一
関
北
消
防
署
東
山
分
署
及
び

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
東
山
支
店
駐
車

場
を
会
場
に
「
防
災
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
５
in
ひ
が
し
や
ま
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
新
築
さ
れ
た

新
庁
舎
を
一
般
公
開
す
る
と
と
も

に
、
各
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
を

通
じ
て
、
来
場
者
に
消
防
防
災
へ

の
理
解
を
深
め
、
地
域
防
災
力
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
東
山

支
店
駐
車
場
で
は
、
一
関
市
消
防

団
に
よ
る
ま
と
い
振
り
や
は
し
ご

乗
り
披
露
、
多
機
能
車
の
披
露

な
ど
、
日
頃
の
消
防
団
の
活
動
を

市
民
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
催
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

防
災
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５

in
ひ
が
し
や
ま

花
泉
フ
ェ
ス
タ
＆
消
防
祭

　

平
成
27
年
９
月
21
日（
月
）、

い
ち
の
せ
き
元
気
な
地
域
づ
く
り

事
業
と
し
て
花
と
泉
の
公
園
を

会
場
に
、
花
泉
フ
ェ
ス
タ
＆
消
防

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
で
は
救
急
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
梯
子
車
搭
乗
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
消
火
体
験
コ
ー
ナ
ー
の

ほ
か
、
消
防
車
、
警
察
車
両
展
示

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
最
高
の
笑
顔
で
記
念

撮
影
す
る
家
族
な
ど
も
い
て
、

大
変
な
賑
わ
い
あ
る
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
９
月
21
日（
月
）、

千
厩
自
動
車
学
校
を
会
場
に
平
成

27
年
度
災
害
救
護
研
修
会
（
千
厩

会
場
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度

災
害
救
護
研
修
会

　

災
害
救
護
研
修
会
は
、
大
規
模

災
害
時
に
、
市
民
の
皆
様
が
互
い

に
協
力
し
合
い
、
適
切
な
災
害

対
応
を
行
う
た
め
の
知
識
や
技
術

を
習
得
し
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年

各
地
域
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
総
論
」「
初
期
消
火
活
動
」

「
救
助
方
法
」「
応
急
手
当
活
動
」

の
４
つ
の
講
習
を
受
講
し
た
参
加
者

か
ら
は
「
大
変
有
意
義
な
研
修
会

で
地
域
の
み
ん
な
に
も
教
え
た
い
」

等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
千
厩
自
動
車
学

校
の「
Ｓ
Ｄ
Ｓ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

も
同
時
開
催
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト

来
場
者
の
皆
様
に
も
講
習
の
様
子

を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
、
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
災
に
つ
い

て
考
え
て
い
た
だ
け
る
１
日
と

な
り
ま
し
た
。

はしご乗り

放水体験

バケツリレー

２
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（無防備な　心に火災が　かくれんぼ　平成27年度全国統一防火標語）

シ
リ
ー
ズ
第
十
九
回

　
気き

道ど
う

熱ね
っ

傷し
ょ
う

に
つ
い
て

県
立
磐
井
病
院
救
急
医
療
科
長
　
片　
山　
貴　
晶　

厳
美
中
学
校
、桜
町
中
学
校

職
場
体
験
学
習

　

平
成
27
年
９
月
１
日（
火
）か
ら

４
日（
金
）一
関
西
消
防
署
に
お

い
て
、
厳
美
中
学
校
の
生
徒
２
名

と
桜
町
中
学
校
の
生
徒
３
名
が
、

そ
れ
ぞ
れ
３
日
間
職
場
体
験
学
習

を
通
し
て
、
消
防
署
の
仕
事
を

勉
強
し
ま
し
た
。

　

体
験
学
習
を
終
え
た
生
徒
か
ら

は
、「
い
ざ
と
い
う
と
き
に
力
を

発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
と
日
ご
ろ
の
努
力
を
大
切

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」
な
ど

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

救
急
医
療
週
間
に
お
け
る

街
頭
広
報

　

救
急
医
療
週
間　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
27
年
９
月
６
日
か
ら
９
月
12
日

　

一
関
西
消
防
署
で
は
、
平
成
27
年

９
月
６
日（
日
）
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
、イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー

セ
ン
タ
ー
一
関
店
を
会
場
に
街
頭

広
報
を
実
施
し
、
救
命
入
門
コ
ー

ス
を
開
催
し
ま
し
た
。
心
肺
蘇
生

法
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
使
用
方
法
な
ど
、

実
際
に
人
形
を
使
用
し
て
市
民
の

方
々
に
実
技
体
験
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
応
急
手
当
の
大
切

さ
や
救
急
車
の
適
正
な
利
用
な
ど

と
合
わ
せ
て
、
救
急
業
務
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
え
る
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
気
道
熱
傷
に
つ
い
て

の
お
話
で
す
。

　

気
道
熱
傷
と
は
、
炎
や
熱
い
蒸
気

ま
た
は
熱
い
液
体
を
吸
引
す
る
こ
と

で
起
こ
る
だ
け
で
は
な
く
、
煙
の

中
に
含
ま
れ
る
多
く
の
有
害
物
質

に
よ
っ
て
、
喉
や
気
管
、
肺
な
ど

の
呼
吸
器
系
の
臓
器
が
障
害
さ
れ

た
状
態
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

熱
だ
け
の
場
合
は
、
気
管
や
肺

ま
で
達
す
る
こ
と
な
く
、
熱
源
か
ら

離
れ
て
し
ま
え
ば
よ
い
の
で
す
が
、

煙
の
場
合
は
煙
が
流
れ
て
く
る

方
向
や
、風
向
き
な
ど
も
考
慮
し
、

煙
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
し
な
い
と

呼
吸
器
系
の
奥
深
く
ま
で
達
し
、

症
状
が
重
症
化
し
ま
す
。

　

車
内
や
狭
い
室
内
な
ど
の
閉
鎖

空
間
で
は
熱
源
が
近
か
っ
た
り
、

煙
が
早
く
充
満
し
た
り
し
て
し
ま

う
た
め
、
特
に
注
意
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

病
院
で
の
診
断
の
方
法
と
し

て
、
口
の
中
や
喉
に
ス
ス
が
付
着

し
て
い
な
い
か
や
、
し
わ
が
れ
声

な
ど
の
臨
床
所
見
に
よ
る
診
断
が

最
も
基
本
と
な
り
ま
す
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
重
症
度
の
指
標
と
し

て
単
独
で
確
定
的
な
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
聴
診
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
、

気
管
支
鏡
検
査
な
ど
で
総
合
的
に

判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
治
療
と
し
て
決
ま
っ
た

も
の
は
な
く
根
拠
の
あ
る
有
効
な

治
療
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
気
道

熱
傷
に
よ
り
気
道
が
腫
れ
て
閉
塞

が
認
め
ら
れ
た
り
、
そ
の
恐
れ
が

あ
る
場
合
に
は
気
管
挿
管
を
行
っ

て
気
道
を
確
保
し
、
人
工
呼
吸
を

行
い
、
全
身
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
に
明
ら
か
に
有
効
な

治
療
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
気
道
熱

傷
だ
け
で
直
ち
に
死
に
至
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
気
道
熱
傷
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
避
難

す
る
と
き
な
ど
は
、
口
元
に
ハ
ン

カ
チ
や
ガ
ー
ゼ
を
あ
て
て
、
熱
や

煙
を
な
る
べ
く
吸
い
込
ま
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　災害時に、市民の皆様に「避難
準備情報」「避難勧告」「避難指示」を
発令する場合があります。

避難準備情報
　避難の準備を呼び掛けるととも
に、高齢者や障がい者などの要配
慮者に対して、早い段階で避難を
促すものです。

避難勧告
　災害によって被害が予想される
地域の住民に対して、避難を勧め
るものです。

避難指示
　避難勧告よりも強く避難を求め
るものです。避難勧告よりも急を
要する場合や人に被害が出る危険
性が非常に高まった場合に発表
します。ただちに避難行動を開始
してください。

「避難準備情報」
「避難勧告」
「避難指示」とは

３
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（無防備な　心に火災が　かくれんぼ　平成27年度全国統一防火標語）

発行日　● 平成 27年 10月 23日
編　集　● 一関市消防本部
　　　〒021−0053　岩手県一関市山目字中野140−3
　　　TEL（0191）25−0119

折壁幼年消防クラブと千厩町婦人
消防協力隊 が表彰されました

秋季全国火災予防運動
〜寒くなったら火気の取り扱いに注意！〜

項　　　　　目 チェック欄
火がついたままのストーブに給油して
いませんか？

ストーブの近くに燃えやすい物を置いて
いませんか？

火がついたままストーブを移動させて
いませんか？

お子さんなどがストーブの近くで遊んで
いませんか？

給油後、タンクのキャップがゆるんだり
していませんか？

朝
米　　２合

昼
パン　　１斤

夜 麺類　400グラム
缶詰　２個 スープ　４食分

飲料水１人あたり３リットルとカセットコンロ等の熱源も必要です。

※４人家族での１日分の食料の目安

消防Q＆A

　岩手県幼少年婦人防火委員会より両団体が「優良
クラブ」として表彰され、「防災の日」の９月１日（火）
に伝達式が行われました。

　優良幼年消防クラブ受賞の折壁保育園園児の皆さん
が、仮園舎の室根保健センターで元気に防火の誓い
をしました。

　一関東消防署で千厩町婦人消防協力隊の表彰伝達
式が行われました。

　11 月９日〜 11 月 15 日は秋季全国火災予防運動が
行われます。毎年この時期にかけてストーブが原因の火災
が多くなります。寒い時期を快適に過ごすために次の項目
に注意してください。

　東日本大震災時には、物流がストップし「お店
に商品が並んでいない」ということがありました。
　備蓄品として食糧品・水・生活用品など様々な
ものが考えられますが、今回は食糧品について
考えてみます。
　大規模災害が発生した場合、電気、ガス、水道
などのライフラインの停止に備え、３日分の食糧
を確保しましょう。

　非常食だからと気構えずに、普段購入しているものの中で保存性の
よい食糧を多めに買い置きすることから始めましょう。

　いかがでしょうか？みなさん思い当たる事はありました
でしょうか。火災は尊い命や財産を奪っていきます。安全
にストーブを使用し火災予防に努めましょう。また、

その他に注意しなければ
ならないのが燃料の不
完全燃焼による一酸化炭
素中毒です。寒い季節を
安全で快適なものにしま
しょう。

問：救急講習を受講したいのですが

答：�平泉分署（平成28年１月）、室根分
署（平成27年11月、平成28年２月）、
川崎分署（平成27年12月、平成28年
３月）で定期（毎月第３日曜日。ただし、
行事の都合などにより日時や開催
場所が変更になる場合があります）
の普通救命講習を開催しています
ので、気軽にお問合せください。
また、定期開催のほかにも講習の
受付を行っていますので、詳しくは
各消防署・分署の
救急係までご相談
ください。

あなたの家には、いざという時のための
「備え」がありますか？

火災予防

水
水水
ご飯

パ
ン

４
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